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原著

{J. S. Bachの病めるものへのまなざし〉
A musical blessing to clients in works of J.S.Bach 

古瀬徳雄

要約:教会音楽の制作に携わる作曲家にとって，教会暦に従った典礼の機会に応じて作品を創り上げるこ

とは使命であった口そこには，聖書にあるイエスの心身の治療，信仰による奇蹟の救済の幾多の事例が取り

上げられ，これらの福音書を創造の泉とし，宗教音楽の幾多の名作を生みだした作曲家は多い。 J. S.バッ

ハ (1685~1750)もその一人である。彼が所属するルタ一派教会において，その日の礼拝で朗読する福音書

の章句に基づいて牧師の説教を行った後，関連する歌詞に作曲し演奏していったのが「カンタータJである。

バッハは聖書にある，さまざまな病を持つ患者をどのように捉えていたのか，彼の巨大な作品群から，

「ノ¥ンセン病」の患者に対する癒しに絞り，現存する約200曲以上の「カンタータ」を調べたところ，

I AussatzJの語句そのものが登場している曲が2曲あり，また福音書聖匂との関連する曲は 5曲見つかった。

そこには歌調の語りかける深い表現，作品の構造の分析を通して，独立戸部と通奏低音の織り成す周到な生

地に， Iハンセン病」への思いが「苦難の解放」として，人知れず縫い込まれていることが浮かび、上がうて

きた。それは，手本なしに生み出された独自の創造物であり，バッハのまなざしは，すでにこの時から，遥

か先の現代を見通していたのではないだろうか.

Key Words :ハンセン病，福音書，カンタータ，アリオーソ，苦難の解放

1.ハンセン病に関わる福音書

( 1 )マタイ伝第8章「らい病人をきよめるJ1-31
) 

『イエスが山から降りて来られると，多くの群衆がイ

エスに従った.すると，ひとりのらい病人がみもとに来

て，ひれ伏して言った. I主よ.お心一つで，私をきよめ

ることがおできになります.Jイエスは手を伸ばして，彼

にさわり， Iわたしの心だ. きよくなれ.Jと言われた.

すると，すぐに彼のらい病はきょめられた.j (1989-1) 

( 2 )ルカ伝第 7章「百人隊長のしもべをいやすJ21-22 

『イエスは多くの人々を病気と苦しみと悪霊からいや

し，また多くの盲人を見えるようにされた.そして答え

てこう言われた. Iあなたがたは行って，自分たちの見

たり聞いたりしたことをヨハネに報告しなさい.盲人が

見えるようになり，足なえが歩き，ライ病人がきよめら

れ，つんぼの人が聞こえ，死人が生き返り，貧しい者に

福音が宣べ伝えられていますJj(1989-2) 

( 3 )ルカ伝第17章「きよめられた十人のうち，ひとりだ

けが感謝をするJ11-19 

2006年12月6日受付/2007年1月31日受理

Tokuo FURUSE 
関西福祉大学社会福祉学部

『イエスはエルサレムに上られる途中，サマリヤとガ

ラリヤの境を通られた.ある村にはいると，十人のらい

病人がイエスに出会った.彼らは遠く離れたところに

立って，声を張り上げて， Iイエスさま，先生.どうぞあ

われんでください.Jと言った.…自分のいやされたこと

がわかると，大声で神をほめたたえながら引き返して来

て，イエスの足もとにひれ伏して感謝した.彼はサマリ

ヤ人であった.そこでイエスは言われた. I十人いやさ

れたのではないか.九人はどこにいるのか.神をあがめ

るために戻って来た者は，この外国人のほかには，だれ

もいないのか.Jそれからその人に言われた. I立ち上

カ古って，行きなさい.あなたの信仰カf，あなたを直した

のです.j(1989凶3)

バッハの「ハンセン病jに基づく「カンタータ」を 3

種に分類する.( 1 ) I Aussatzハンセン病Jの語句をそのま

ま歌詞として使っているカンタータ(2 )福音書から上述

のルカ，マタイ伝の箇所を受けて，歌詞台本が作られ，

I AussatzJとの関連が明らかなカンタータ(3 )福音書の

同じ箇所から IAussatzJの言葉はないが，詩人が何らか

の象徴的な語句に結びつけ，自由詩として作成し，影響

l 
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が考えられるものに分けた.

H ハンセン病に関わるカンタータ

表Iに「カンタータ」のタイトル，作曲年，機会，楽

曲構成を掲げる.

表 I

R : Rezitativ Sin : Sinfonia A : Aria 

Aso : Arioso Ch: Choral C : Chorus 

( 1 ) I AussatzJの語句があるもの

ルカ{云17，11-19

(1) BWV25 (Es ist nichts Gesundes an meinem Leibe) 

1723年8月29日 三位一体後第14主日 C-R-A-R-A-Ch 

(2) BWV78 (J esu，der du meine Seele) 

1724年9月10日 三位一体後第14主日 C-A-R-A-R-A-Ch 

(2 )福音書から IAussatzJとの関連が明らかなもの

ルカf云17，11-19

(3) BWV17 (Wer Dank opfert，der preistet mich) 

1726年9月22日 三位一体後第14主日 C-R-A叩R-A-R-Ch

( 3) I AussatzJの歌詞はないが福音書との関連がみられるもの

マタイf去8，1-13 

(4) BWV72 (Alles nur nach Gottes Willen) 

1726年 1月27日 顕現節後第3主日 C-Rj Aso-A-R-A-Ch 

(5) BWV73 (Herr，wie du willt，so schick's mit mir) 

1724年 1月23日 顕現節後第3主日 CjR-A-R-A-Ch 

(6) BWV111 (Was mein Gott will，das g'scheh allzeit) 

1725年 1月21日 顕現節後第3主日 C-A-R-A-R-Ch 

(7) BWV156 {Ich steh mit einem Fus im Grabe} 

1729年 1月23日 顕現節後第3主日 Sin-A(C)-R-A白R-Ch

川 作品分析

( 1 ) r AussatzJの語句をもっカンタータ

(1)カンタータ第25番 {Esist nichts Gesundes an meinem 

Leibe) 

r AussatzJが歌詞に登場する曲の関連部のみ記す.

(1996-1-1和訳松浦)

2 . Rezitativ (Tenor) 

Die ganze Welt ist nur ein Hospital， 

全世界は病院にすぎない，

Wo乱1enschenvon unzalbar groser Zahl 

人々が数えきれぬほど大勢，

Und auch die Kinder in der Wiegen 

そしてまたゆりかごの子供らが，

An Krankheit hart daIτuederliegen" . 

病に悩み臥せっているところ.

Der erste Fall hat jedermann beflecket 

太初の堕落がすべての者を穣し，

2 

Und mit dem Sundenaussatz angestecket. 

罪の癒を伝染したのだ 2)

Ach! dieses Gift durchwuhlt auch meine Glieder; 

ああ!この毒が穿って回る，わが四肢をも.

Wo find ich Armer Arzenei? 

いずこにこの哀れな身は薬を得られよう?

Wer stehet mir in meinem Elend bei? 

誰がこの惨めな身に寄り添い助けてくれょうか?

Wer ist mein Arzt. wer hil立mirwieder? 

誰がわが医師なのか，誰がこの身をもとへ戻してくれょうか?

3 . Arie (Bass) 

Ach， wo hol ich Armer Rat ? 

ああ，いずこにこの哀れな身は助けを得ょう?

Meinen Aussatz. meine Beulen 

わが癒，わが腫れ物は

Kann kein Kraut noch. Pflaster heilen'" 

どんなクサどんな膏薬も直すことができぬ，

4 . Rezitativ (Soprano) 

Du Arzt und Helfer aller Kranken， 

御身あらゆる病める者の医師，助け手，

Verstos mich nicht 

突き放し給いませぬように，この身を

Von deinern Angesicht! 

御顔の御前から.

Mein Heiland. rnache rnich 

わが救い主，この身を，

vom S undenaussatz rein， 

罪の癒から清めませ

So will ich dir 

さらば御身に

Mein ganzes Herz dafur 

わが心のすべてを

Zum steten Opfer weih'n 

絶ゆることのない供物に献げましょう，

Und lebenslang vor deine Hilfe danken. 

そして命の限り御身の助けに感謝しましょう.

第2曲のテノールのレチタティーヴォが世界中は患者

に満たされた病院であるとし，こども，心の悩み，欲望，

名誉欲，物欲により身を破綻しているものがたくさん臥

せっており，こうした病を蔓延させたのが rAussatzJで



あるとしている.ここでは罪に汚れた世のさまを表す言

葉に，鋭い形象表現を与え，克明な描写に組み替えてい

くバッハの手法が存分に駆使されている. I krankheit病

気J3) b-a古isの半音下降にトリラーを加え， H-C-A-Bも

名前を逆転して音名を刻んでいることに止まらない.

[譜例 1] 

[譜例 1] 
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さらに回(口小節番号以下)の滅 5度，回，困の減7

度による減音程多用，回の1oct.短2度の異常な跳躍が

憤りを示す.また白，図では d:の様相を見せ，固，1iZlにパ

スの 5度の下降で d:の終止の折り目をつけるが，するり

とかわして大抵抗する.g:のb系短調から fis: ， h:の

非系に転じるが，それはまさしく IS undenaussatz罪の癒」

の表現にほかならない. I und mit dem S undenaussatz 

angestecket罪のライをうつしたのだ」では，減 7の和声

音で上昇し， I ausJの非へ増 4度で頂上に上がり，急転

降下し，今度は減5度でかけ上る. 16行でできている歌

詞は 2行ごと定位に韻を変えるが，異例になるのは，

I Ach! dieses Gi丘durchwuhltauch meine Gliederこの毒が

四肢を巡る」のところに韻のシンコペーションを毒の循環に

イ吏っている. bの音名， es， bに Ikrank病めるJIboser粗

悪JIhaslichem醜いJをあて， Iflekket穣すJI stekketう

っすJIAchああ」には， I AussatzJの#の音名 cis，gisを

すべて当てている.こうした世の中で「哀れなこの身は

どこに助けを求めたらよいのか」と，悲痛極まりない心

(J. S. Bachの病めるものへのまなざし〉

情は性格的なオステイナート低音を伴うパスの次のアリ

アに持ち越されて歌われる.

第3曲は， 2部構成で，前奏，間奏，後奏の長さ，音

型は同じで，休符はなく，それは間断なく歩み行く様を

描く.d:， a: ， d の基本的調性である.1部は各節の句

を歌い切ってから，今度は短く区切って 4回反復する.

I Wo hol ich Armer Rat誰がこの哀れな身を助けよう J6 

音節を八分音符 7拍あてるが， 3回目は長く，また IWO

誰が」の位置は，そのたびに変わり，あちこちから聞こ

えてくる人々の叫ぴ声になる. I AussatzJの属 7から，

IBeulen腫れものjへと主音に進み明瞭な折り目が感じ

られる.国の IArzt医師」の 2小節半の16分音符は治療

の施しを表し，さらには，パスコンティヌオがHのない

C-B-Aで不完全であるがバッハ本人も支えてはいるが，

IHerr Jesu nurイエスだけが」の最長音による呼びかけ

によって，真の癒しの主体者はイエスであることを，イ

エスのみが魂の最良の医師であることを圧倒的な表現力

で際立たせている. [譜例 2] 

[譜例 2]

B ，-_，. -- -，-
b~モ±三士-Yd;; 1 1 -1 1;;1; ・ <>+ ・ r 

|子 =----了 一一入ー』一一-F
四 .-++---f一一 一 一 F 一一← 一~ー『】「、、

S6 ~ ・"'1t 1:.. -、
ト6“守「・ F

nur weisI die be.山 S白骨ーー[en -kur， du. mcin Ant， Herr Je-

」ー「士手『司-t>..-一三 一 ___.._.・~手--t-..，._.._，

一一一 一一一~ ~一一

~ ø~~ 1'¥ ，_ _ h_ i..~ _，.・ b_'b. _ •. ._ 
渇と司:n=ヰコ-一二ι一一-孟ι一→干牛→←一 f ι己三 .子←一1=二二二拡k二ヰ

iι 町…明M

埋=工ζ工二二ナ一て→一づτコ二土主芸FごιL引斗斗;二~二乞己戸

4'. 噌 ~一一一一一一一一ー一九、 1. "" 

一一 一一ト一一I Anl. He:町 J，・四 nur-一一一一一一一 明 iB，diebe-sleS田 Icn-kur.

し…円二~.，J_J日-!-..-，._，.1・ J干 ー;sで;f:::コー
ピヱ右』一一戸午司 一ー~ ， 量 二ιーープ)ーす~

第4曲レチタティーヴォはソプラノによる. esはここ

では Igeschwaten弱ったJI allerすべてJIkranken 自
J己品、

者」にあてられ，固から IMein Heiland，mache mich vom 

S undenaussatzわが救い主，この身を罪のらいから清めま

せ」と歌い切った直後に，すべての特は取り除かれ，

Ilebenslang命の限り J御身の助けに感謝すると叙情溢れ

た絶唱となり，イ短調に始まった音楽は転調を経るうち，

非も bも付かないハ長調へと明るんでゆく.

(2)カンタータ第78番 Uesu，derdu meine Seele) 

I AussatzJの歌詞がある曲のみ記す. (1996-2和訳

j甫)

松
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3 . Rezitativ (Tenor) 

Ach! ich bin ein Kind der Sunden， 

ああ，わたしは罪の子，

Ach! ich irre weit und breit. 

ああ，わたしは遥か遠く迷っている，

Der Sunden Aussatz，so an mir zu finden， 

罪の癒病がわたしの体に現われ，

Velast mich nicht in dieser Sterblichkeit. 

死ぬべきこの身から去ることはない.

Mein Wille trachtet nur nach Bosen. 

わたしの心はただ悪を追い求める.

1 AussatzJの歌詞をもっ第 3曲はテノールのレチタ

ティーヴォである.パスコンテイヌオは， 8分音符まで

33回の和音の交替がある.そのうち半数の15回が減7の

和音である.バッハは予備なしに不安な表情に，最も厳

しいこの和音を使う.さらにこの曲を劇的にしているの

が， 7度の下行が2回， 10度の上行が2回と，この跳躍の

激しさは，ほとんど旋律とは言えないほど屈折しており，

罪の険しい表情をみせる. 1 ich bin ein Kind der S undenあ

あ，わたしは罪の子」と ISunden罪」に 3回コンチター

ト(同音連打)で厳しくあたり， Iseufzendため息Jでは，

ポルタメントの指示を付け，このように言葉の表情を逐

一，音に写していく.最後に 1Rechne nicht数えないで」

では，逆に通奏低音が4連打の倍に分割になり，旋律は

1 erzumet hat怒りを起こさせた行い」と罪にまみれた私

を歌う. 1 AussatzJの語句には，増 4度と長6度があるが，

ISundenJが同音で歌われることと， 1 weitはるかJが

lオクターブと短3度の跳躍があるため，目立たない程

に押さえられ，そのことは，直後の 1so an mir zu finden( 

罪の癒病が)わたしの体にあらわれjの巾の狭いおだや

かな処理に，深い配慮が見られる. [譜例 3J 

[譜例 3]
Recitativo 

Tcnore 盤歯車至宝主主主自主主岨韮主~九円~日
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( 2 )福音書から 1AussatzJ との関連が明らかなもの

(1) カンタータ第17番 ~Wer Dank opfert，der preist mich} 

福音書聖句 1AussatzJに関係する第 2曲のアルトのアリ

アは， Istummer無言Jは，導音 eisで同じ音を繰り返し，

4 

釘付けにして静寂を守り， ILuft空気JIWasser 水JIErden 

大地」と高，中，低の位置を，それぞれの音域で当て，

「大地」ではマーラーも使うことになる d音の源がある.

1 Preist die N atur神を自然が称える」は，自然を表す完全

協和音程で配置している.

第4曲では， 110人のらい病人を治癒したが，ひとりだ

けが戻って感謝した.その人は，世間から罪の意識をか

ぶせられているサマリア人であった」の節である. IGesund 

元気」ここでは上行4度を採り，治癒，快癒の意味であ

る. 1 Preisete Gott mit lauter Stimme大声で神に伝えJでは，

10音使っているが，一人の男が10人分の感謝の声を張り

上げている様子を，福音書のまま音楽化している.さら

に10音のうち 9音がまだ#の付いた音で， 1音は#がつ

いていない.この人こそ感謝を捧げた，サマリア人その

人を描写している. 1 Angesicht直面するjここではイエ

スの足元にひれ伏すのであり， eis-fis-gis-cisと#の十字

架を幾重にもつけ， fis:できっちり固定する. [譜例4J

第5曲では，サマリア人は，他の人々とも打ち解けて神

に感謝する様を，明るい D:の音色， 2度の反復，スラー

音，填音の多用で，喜びに満ちて描いていくのは見事で

ある.

[譜例 4]

( 3 ) 1 AussatzJの歌詞はないが福音書との関連がみられ

るもの

(1) カンタータ第72香 ~Alles nur nach Gottes Willen} 

「らい病人の癒しjと「中風に苦しむ僕(しもべ)が

癒されるjの箇所で，第4曲のパスがレチタティーヴォ

で ISoglaube nun!だから，イ言じなさいJのgis-eは， 1:麦の

lich will' s thun!私もそうしたいJの ichもe-gisを採るこ

とで一致する. 1 noch willigst auszustrecken常に進んで差

し出されるJは，福音書マタイ伝の「イエスがらい病人

をきよめる」の「イエスは手を伸ばして，彼にさわり，

わたしの心だ，清くなれと言われたjの朗読箇所に d-a

fisおs-dの長三和音でで、対応応、し，バッハがイエスに近接してい

ることを的確に表現している.さらに 1Er kennet deine 

Noth主は苦境を知り J1 und lost dein Kreuzesband あな



たの十字架の縄を解かれるJ の If、~oth 苦境j と Ilöst 解

くJも同じ cisを使いながら，それは lオクターブ離れ

ており， I解く」の次に IkreuzJもcisを使うのならあた

りまえになるが，バッハはそうはしない. IkreuzJにまだ

イ吏ったことのない bを当てて減7度を築くのである.さ

て，その cisはどこにいったのか，それはパスコンテイヌ

オに逃げていき，縄は霧散消去している.

ノてッハのアリアの使い方は，弱いもの，迷えるものが，

自ら弱いことを表し，罪にまみれてどうしようもないよ

うなときに使われるが，第 5曲のソプラノのアリアでは

I mein JesusJと個人的な信仰の喜びとして受け止められ

た表現に使用されている. Ob. と弦楽器と通奏低音の

漸層法による生地に，イエスへの私の呼びかけがソプラ

ノによって織り込まれ IMeinJesusJと親しみを持つ長

い呼びかけと Ikreuzvers凶 en十字架を甘美なものにj

のシンコペーションの躍動感をもちながら， I sanft，still，ruhn和

らぐ，静かに，憩う jに導く長音をあて，最後に再び

I mein JesusJの秘蹟を賛え，キリストの c音で終わる.

(2)カンタータ第73番 {He民 wiedu willt，so schick's mit mir) 

第2曲の Ikranken病んでおりJにテノールの独唱部と

コンティヌオに 2つのナチュラルが付記され回復の希望

に繋がれて c:で収まる. IWanken揺らぎJに対しでも

その音型が反映される.2度目の IkrankenJは， 2分音符

で持続の後，半音で転がり苦しんだ後は，ナチュラルを

境に， IFreudigkeit喜び」と IHoffnung希望」に IWanken

揺らぎJはじめ，ダ・カーポで，また懐いて終わる.

第 3曲の減 7のいきなりの出現は IVerkehrtねじま

がったJの語句の吐露であろう.次の曲への橋渡しも，

es-g-dの信仰告白に使われる音で跨り， attaccaで第 4曲

に入る.3拍子， b 3個の c: ， 3回の同じ歌詞の IHer，so

du willtJと， 3とするキーワードが構成要素の一つにな

る. I Glider nieder四肢を横たえる」に呼応して下降型を

取り，パスコンテイヌオがスラーの向音3連続で横たわ

る様を描く.マタイの福音書との関連では， I Sundenbildt 

罪の型Jの語に bassが des(death)を採り強調され， pizz 

の弔鐘効果は常套手段であるが， I gestillt鎮められた」の

後に， 3小節間 pizz.が残っているが，それはそうでな

いことを表す，周到なバッハの手法がみられる.曲中の

IHe凶の呼びかけは毎回形を変え，終わりの IHe汀J

の呼びかけは、裏拍への移動と休符によって，心からの

岬きが絞り出されていることを物語っている. lich folge 

nuerschrocken驚かずに従う」のフレーズ途中の落差と，

O. S. Bachの病めるものへのまなざし〉

直後の IJammer嘆きJとは十字音型を形づくり，なみな

みならぬノてッハの創造に日を見張るところである. [譜例 5J 

[譜例 5]

(3)カンタータ第111香 {Wasmein Gott will，das g'scheh 

allzeit) 

マタイの福音書第 8章の有名な「らい病人の癒し」の

関連で成り立つ.第6曲のコラールと72番の第6曲のコ

ラール IWas mein Gott willわが神のこころのままにJは

共通であり，くマタイ受難曲>第25曲にも登場する.イ

エスが，十字架を前に神の御心から逃れようとしてもで

きない「御心のままに忍耐をお与え下さい，その御心が

最善なのですJと受難を受け入れ，心を固める場面であ

る. I So glaube nun!だから信じなさい」と，らい病の患者

のたちにもIDen will er nicht verlassenこうした者を神がみ

すてることはありません」と呼びかけ，その答えは IEr

pfelgt die Gna-denhand Noch willgst auszustrecken主は恵み

の手を常に進んで差し出される」と72番とも呼応している.

(4)カンタータ156番 {Ichsteh mit einem Fus im Grabe) 

第2曲では導入部のモティーフを受け，低声部はシン

コベーションによって様々に変えられる.上声部は可能

な限りのあらゆるリズムの変形を伴い陰影をつけ，間断

なく繰り返す.これは，片足がすでに墓穴に入り，病め

る身体もやがて沈んでいく形象を，音楽によって明瞭に

浮かび出させているのにほかならない. [譜例 6J

[譜例 6]

(低音部モティーフ)

(下声部)

ゐ.:， 3 _ I _ ;" _9';ーナーナ=r=r宇"t-Tーーァー

ι --l>三 ':::::L::':::J LLLE::L':マア J~仁土彊二

(上声部)
，R 

J ~、 f""'F':Z _ I t L 角 ，--， I ト→ニヰー"I----==--t
，m' 4 '..J'..J Jー → ・ -- --' I I I ， 

) ー・-ゴ..~ゴ士一

病みつかれたと死を願う独唱テノールとソプラノの

コーラスが二分音符と四分音符が重なって，神へ慈悲を

乞う.回に pianoでe-d伺 c-h，が国では pianissimoでes-d-

5 
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c-hとなり，4音列が2音ずつの反行形でd-esとh-cの下行

音形となってパスに多用され必死に神に祈る姿になって

表されている.

第 3曲は，パスのレチタティーヴォにより IAngst 不

安」と INoth苦境J，ILeben生Jと ITod死jでは跳躍

した音程で歌い，パスコンテイヌオとは短2度のぶつか

りや増 4度を採り，一方ISunden罪jは減 7度， IKranken 

病むものJでは減 5度を採る. I dein Wille sol1 an mir 

geschen あなたの御心を私の上にならせてください」

IJe langer hierこちらに留まりJIje spater dortあちらに

いくJでは，言葉のままに音楽化され，アリオーソとなっ

て苦しみから一刻も早い解放への表現をとっている.

第4曲は Ob.先行， Vn.後追，また Vn.先行， Ob.後追

し，アルトが神への神託を心から誓っていく. IFreude 

喜びJと ILeide苦しみJの対比語句は，そのままに楽

想でその動きを明瞭に示し， lim Sterben 死にあってJ

も上行，下行の巾の広い音程をシンコペーションで動揺

を表し， IBitten願う」は 2固とも減 7度の上行で，決意

を固め，密度の高い独唱声部を加えた 4重奏によって展

開される.

第 5曲のIdie Seele sonder kranken sei 魂までが病むこ

となくJではパスとコンテイヌオの聞に減7の和音が響

き， I Herzens Teil心のすべてjでは増 2度が採られ，バッ

ハがレチタティーヴォにおいては，自分の内面にある魂

との関わりに用いた表現形式として，その機能がここで

も充分に生かされている.

結論

ハンセン病を「苦難Jと捉え 持続，時間，強度から

段階的に aI厳しい現実の認識Jb I苦難の受容Jc 

「苦難の解放」の類型に分ける.根拠は，我が国でハン

セン病により，長い間，療養生活を続けてこられた話を

土台にした.

a I厳しい現実の認識」

病名の不治の病の宣告や，他者からの忌避に， Iなぜ」

「私が，どうしてJIどのように生きたらよいのかJI苦

悩のどん底から，抵抗や努力しでも無駄だjと言った諦

めや，やりきれなさに，どうしようもないj犬況に，心が

動かなくさせられている.

b I苦難の受容」

ハンセン病救済は 同時に隔離を前提に行われたもの

6 

である.療養所の中で患者の方は病ゆえの苦しみを黙っ

て受け入れ耐え忍び そうして苦難に打ち勝つことこそ

真の信仰であると求めてこられた.療養所での隔離生活

を生きぬくために 不満や怒りを鎮め，社会的な変革を

求めることなく，どんな屈辱的な政策であれ受け入れ，

世間の言われなき差別 偏見を信仰に耐える試練として

受けきってこられた. I苦難の受容jは「隔離の受容」

であり，ここに人間の尊厳が踏みにじられ，非人間的な

生活に甘んじなければならなかった.

多摩全生園の山川重三は， r基督信徒之友j(1937) に

おいて「神より恵まれた病，これは決してたわごとでは

ない.私が若しもこの病に恵まれなかったら，恐らくキ

リストの父なる神をしらず，罪に罪を重ねて，実に実に

不幸な魂をかかえて突いてゐたことであろう.私は重ね

て云ふ.レプラとは天恵病であると」述べている.山川

の信仰には矢内原忠雄の影響がある.矢内原は『聖書と

癒病j4) という一文を『通信』に載せている.それは

「癒病を罪の報いだ，天刑病だと言ったのはイエスを知

らなかった世界の事です.イエス様の居なさる世界では，

癒病も天の刑罰ではありません.さうではなく，此の病

人の上に神の御業の顕れん為であります.…癒病人も信

仰によって此の天の恵を受けます.天刑ではなくて天恵

であります」というものである.また，長島愛生園に精

神科医として働いた神谷美恵子の『癒者に』では「何故

私たちでなくあなたが?あなたは代って下さったのだ，

イtって人としてのあらゆるものを奪われ，地獄の責苦を

悩みぬいてくださったのだ」と記している.療養所の看

護師三上千代の「ライはキリストなり jも顕著である.

(2006荒井)超越した信仰に到ったものだけが得た「苦

難の受容」である.

c I苦難からの解放J

何の罪もなく，自らに何の原因もなく，療養所で患者

が死に絶えるのを待ち，断種され，地獄の責苦に追いや

られてきた患者の人々が， 21世紀になり，ついに沈黙を

破り，苦渋の極限を，法廷の場で語り，自分史を語り始

めた.沈黙し，ひたすら忍耐せよと，別な言い方をすれ

ば「泣き寝入り」を強要する.こうした不当な扱いには，

断固反撃して自分の信念を貫くという逆の方法だ、って悪

いとは言えない.患者の人々，それこそ当事者の発信で

なければ，他者への真実の共感を拡げていく，魂から魂

へ伝わる意味のある発信にならないのである.こうした

証言を通して「心の重荷がとれたJI辛い声をあげてき



いてもらって自由になったJIやっと解放された」とい

う人がいる.これは「苦難からの解放」という方向とい

うべきものではないだろうか.沈黙による閉鎖の強聞な

鍵を解き放つ方向である.究極の危機の中で，人間の失

敗を繰り返すことに歯止めをかけ，自ら，主体として成

長を遂げることを，最善の選択であると決断を下すに

到った，苦悩の軽減どころではない，自由の獲得ともい

えるものである.聖書にあるように，イエスは人間性を

疎外する政治的権力や宗教的権威に対して，激しい現実

批判の振る舞いにでていた.現在 人間の尊厳を奪いつ

くした長い苦難に対して，差別や偏見を甘受させる権力

には真っ向から対立し，時代や社会に対する批判精神を

もち，解放への主体になることは，すでに，イエス自ら

が「苦難の解放」を実現した精神に通じているのである.

この「認識JI受容JI解放」に基づいて，バッハの

I AussatzJに関わるカンタータを取り上げ，表Eに楽章

別に類型を示した.この楽章類型の「苦難の解放jに相

当する声楽曲の様式は セツコとアリオーソで、ある.セツコ

とは，通奏低音のみの伴奏付レチタティーヴォであり，

アリオーソとは， ドラマ性や運動の緊張度，個々の言葉

のフイグーラ的装飾で書き記されるものである.この

「解放」で取り上げられる独唱声部は，テノールか，パ

表 E

{J. S. Bachの病めるものへのまなざし〉

スが当てられ，楽章はどれも中間部分に位置している.

このアリオーソは，患者自らの叫ぴの主体的な祈りとな

り，ノTッハは，それを「小さな語り」と呼んだ.後にこ

のアリオーソは受難曲において，聖句及びキリストの言

葉に限定して用いようと心に決めていた時期なのだ.バッ

ハが暗愉でもって楽譜に刻み込んだそのときから，豊か

で劇的でもないが，簡潔な独唱声部の筆致は強い表現力

によって， I小さな語り jでは抑えきれず， I偉大な語り」

に方向付けられる.

ここでもう一度，カンタータ第111番を取り上げよう.第 2

曲のパスのレチタティーヴォの中間の部分の 2行自，歌詞

はIja，was sein weiser Rat badachtそうだ，その高い知恵がと

りはからったものだJI dem kann die Welt und Menschenmacht 

世と人の権力がJ. それに対し IUnmogligh widerstreben 

逆らうことはできない」と否定しているが，バッハの音

楽はどうなっているのか.2回繰り返される Iwiderstereben逆

らう」の語には 9拍と13拍半続き， 2小節から 3小節以上

に亘って歌唱が引き延ばされるが，いかにこの語句を際

立たせたいか，必死の抵抗を刻み付けようとしたいのか

目を見張らせる.さらに伴奏のリズム型も逆転し抵抗し

ている.調性は 1回目が a:ではじまり a:で収まるが，

中に b系の F:が入り込んで捻じ曲がっている.2回目は

I AussatzJを歌詞に持つ、あるいは福音書のハンセン病に関連するカンタータ一覧

BWV カンタータの標題 初演 曲の位置 声楽形態
編成

楽章類型
(+通奏低音)

{Es ist nichts Gesundes zu minem Leibe} 第 2曲 Rezitativo Ten. a現実

25 「汝の怒りによりて，わが肉体には全きと 1723.8.29 第 3曲 Arie Bas (独立匂) c解放

ころなく」 第4曲 Rezitativo Sop. b受容

78 
{Jesu，der du meine Seele} 

1724.9.10 第3曲 Rezitativo Ten. a現実
「イエスよ，汝は我が魂を」

17 
{Wer dan opfert，der preist mich} 

1726.9.22 第 4曲 Rezitativo Ten. a現実
「感謝の供えものを献げる者は，われを讃う」

第 1曲 Chor Ob.1，2、弦 b受容

72 
{Alles nur nach Gottes Willen} 

1726.1.27 
第2曲 Rezitativo， Alt. b受容

「すべてはただ神の御心のままにJ Arioso，und Arie 

第 4曲 Rezitativo Bas b受容

73 
{Herr.wie du willst，so schiks mit mir} 

第 1曲
Chor Ob.1，2、弦

b受容
「主よ，御心のままに，わが身の上になし給えJ

1724.1.13 
+Rezitativo Sop. Ten.Bass. 

{Was mein Gott will，das g' scheh allzeit} 
第 2曲 Arie Bas c解放

111 1725.1.21 第 3曲 Rezitativo Alt. c解放
「わが父の御心のままに，常に成らせたまえJ

第 5曲 Rezitativo Sop. c解放

第 3曲 Rezitativo， Bas c解放

156 
{Ich steh mit einem Fus im Grabe} 

1729.1.23? 
Arioso 

「わが片足すでに墓穴に入りぬJ 第4曲 Arie Alt. b受容

第 5曲 Rezitativo Bas c解放

7 
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h:e:a:e:h:と調がシンメトリックに堂々巡りをしている

のである.そのたびに，臨時記号の非ーナチュラル m 非，

ナチュラル-b-ナチュラルが拾抗を繰り返す. [譜例 7J

[譜例 7] 
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惇f#f J: ~ G 1" ~Iä昨?

ぷιL-P-L-叫~時
こうしたバッハの音楽づくりから「逆らうこともでき

るのだ」と読み取れはしないだろうか.世と人の権力が

誤ってつくったものは，間違っていると崩すことができ

るのだ.キリストの教えの是非についての判断は，まっ

たくそのままに，信じることもあろうし，時には，自我

をもって取り組み，付き従うことに意に反することもあ

り得るのではないか.このことをバッハは，自ら身を

もって，作曲家の立場から，楽譜から，魂から， I苦難

の解放jを指し示そうとしているのではないだろうか.

しかも，大きな身振りでなく， I小さな声」だが，それ

は簡素から「深さJI偉大さ」を伴う「真実の叫ぴ」と

なって，暗険で現われている.これこそバッハらしい

「苦難の解放jと呼びたい.

シュパイツアーは， BWV25 I AussatzJの歌詞が登場す

る冒頭のIDie ganze Welt ist nur ein Hospital川ToMenschen 

von unzahlbar groser Zahl'"全世界は病舎にすぎず，そこ

にて数えきれぬ多数の人々…世を病舎として描写してい

るレチタティーヴォを削除するがよい.これはあらゆる

意味での無趣味さをなお超えたものであるJとしている.

(1908 Schweitzer) (2000) ペンデレツキもく“Passioet 

Mors Domini Jesu Christi Secundum Lucan"ールカ伝による

主イエス・キリストの受難と死->を1966年に初演して

いるが，ルカ伝のハンセン病に関する章は，外的要因か

自己判断か，すでに計画から取り除かれている.

21世紀のグローパルな課題になったが， 300年前から，

人間の押しやられた遺産に，音楽による救済に真っ向か

ら取り組み，病むものと同じ地平で， IいたわりJと「慈

愛のまなざし」をもって「苦難の解放Jまで，深めてい
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たのは，バッハひとり，その人であろう.

[注]

1 ) 聖書の引用は，バッハの時代の意にあわせるため，旧訳の

ものを使用し，すべて原文どおりとしたため，不適切な語句

をそのまま使っている.従って聖書を基にした文書にも，

「らい」を使い，バッハがカンタータに用いた歌詞 IAussatzJ 

の訳は， I癒JI痛病」を用い，その他は「ハンセン病」を使

用する.

2 )訳者の補遺によれば，福音書のイエスは「癒病」を癒す際

に， I癒病」を特に犠れたものとする差別と戦っている.その

「癒」をこのように罪の比輸に使うことは，キリスト教史の

中でも見られる偏見と誤解を示すものと言わざるをえないで

あろう. (1996-1-2) 

3 )文中のドイツ語の部分訳は筆者による.

4)原文のとおり.

日!用文献]

(1989-1)新改訳『新約聖書』日本聖書刊行会1989 pp.ll 

(1989-2) ibid. pp. 101 
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[引用楽譜]

[譜例 1][譜例 2][譜例 3][譜例 4][譜例 5] 

Urtextausgabe nach J. S. Bach， Neue Ausgabe samtlichter Werke， 

herausgegeben vom JohanrトSebastian岨Bach-Institut Gottingen und 

vom Bach-Archiv Leipzig， Kantataten (25， 78， 17) zum 14. 

Sonntag nach Trinitatis， 

[譜例 6][譜例 7] 

Urtextausgabe nach J. S. Bach， Neue Ausgabe samtlichter Werke， 

herausgegeben vom Johann-Sebastian-Bach-Institut Gottingen und 

vom Bach-Archiv Leipzig， Kantataten (73，111，156) zum 3. 

Sonntag nach Epiphania 
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